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「人が関わることの“ちから”」

2019年5月、「めんそーれ沖縄地域連携ネットワーク協議会」を恩納村で発足しました。

現在、日本が置かれている医療的ケア児や難病児の状況、それに付随する沖縄県が持つ特有の

課題等を含め、沖縄県で初のレスパイト施設建設を公益財団法人日本財団の支援を受け、レス

パイト事業として運営していく為に、沖縄県の皆様にご協力をいただくことになり、「めんそーれ沖縄

地域連携ネットワーク協議会」というプロジェクトとして、1年間、地域連携の機会をいただいてきました。

観光立県である沖縄だからこその利点やマッチング等を考えながら、医療的ケア児や難病児、

そしてその家族が何を考え、何を求めているのかを考えながら、沖縄在住の様々なジャンルの

皆様に、講義をしていただいたり、一般の方たちの理解を得ていく為に、一緒に水族館に同行して

いただいたりと、様々な試みを行って参りました。

私どもは、これまでの10年間、公益活動として、多くの難病を患う子どもとその家族に出逢い、「対話」

を通じて深く関わり、家族のストーリーを伺ってきました。その家族が話してくれる“歓び”で一番大

きいのが、人に出逢い、人に励まされ、人に触発されるその瞬間でした。その世界では、ケアするも、

ケアされるも存在しません。相互触発をしていく双方向性の関係です。いくらAIが発達しても、どう

しても真似できない大きな力です。

それを私どもは、多くの家族に教えていただきました。その「人に関わることの“ちから”」そしてその

歓びが、継続性を生み、発展していくエネルギーを創り出してくれていってくれるものと信じており

ます。そして、この「めんそーれ沖縄地域連携ネットワーク協議会」というプロジェクトの機会をいた

だき、様々な企業や団体の皆様と膝を突き合わせて話をさせていただくことが叶い、今後の様々な

形での連携が現実のものになってきております。

本来は、本プロジェクトの総まとめとして、シンポジウムを行う予定でおりましたが、それが新型コロナ

ウィルスの影響で、中止にせざるを得ない状況でございましたので、皆様に広く、本プロジェクトの

ご報告と御礼、今後のレスパイト施設の運営の方向性、地域との関わり、当法人の公益活動につい

てお伝えします。

残念ながら、本事業では、最後の総まとめとして実施する予定であった、シンポジウムが開催できず、

別の形で総まとめをさせていただきましたが、今後、本事業の成果を余すことなく、今後のレスパイト

施設運営と沖縄県の難病児、医療的ケア児支援の為に活かして参りたいと願っております。

ここに、本プロジェクトの機会を下さいました、公益財団法人日本財団の皆様に改めて、御礼申し上
げます。

公益社団法人難病の子どもとその家族へ夢を
代表理事　大住力

【医療的ケア児・難病児を取り巻く現状】

日本には、現在、全国に25万人いるとも言われる難病の子どもとその家族が存在しています。

その中でも、周産期医療技術向上により、乳児の死亡率が著しく低下している分、小児医療の

課題解決が必須になってきているのが実情です。　　　

小児病院のNICUが満床になっている状態が続き、その為、NICUから在宅へ移行する為の

措置や対策が取られているものの、現存の制度や大学病院の中では、在宅医療に関する指導、

ケア、生活補助等までに手が回っていない状態にあります。　

医療的ケアが必要な子どもの子育て、介護率は、実に、母親が95.7%(*1)にも上り、貧困、介護等

の問題で疲弊している母も多く、母のレスパイト体制も多く求められる状況になってきています。

本来、小児の在宅ケアにおいては、医療の面のみならず、子どもの成長に欠かせない療育、教育

の部分に力を注ぐことが掲げられているものの、そこに投入できる人材不足や制度等の問題から、

現実的に解決しないケースも多く見受けられ、支援学校への送迎等の制度もできつつあるものの、

その恩恵を受けられる地域等もまだまだ限られているのが現状です。

日常生活への支援もままならない状況が存在する故に、家族が離ればなれになっての生活を強

いられる状況や、兄弟児が常に我慢を強いられている状況など、病児の病気だけの問題ではなく、

治療方針や生活状況の変化から離婚に至るケース、生活が厳しくなって生活保護を受けるケース、

極度の疲弊から母が鬱を発症するケース、ネグレクトや虐待に走るケースなど、様々な要因で、家庭

生活が健全に運営できていない状況が生まれています。

個別の事情や当事者である病児への支援とは異なる要素も多いため、国が推進している相談支援

事業等でも、対応できない内容が多く、家族が社会から孤立しているケースも多く散見しているなど、

課題は多く存在しています。

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　*1 「在宅医療ケアが必要な子どもに関する調査」（みずほ情報総研株式会社2016）



【沖縄県特有の課題】

沖縄県は、1人の女性が生涯に産む子どもの数を推定する合計特殊出生率は1.95（同1.96）であり、

32年連続で全国1位で、子どもの数が群を抜いて多いのが特徴的です。それに加え、人口千人当たり

の離婚率は2.59（同2.53）で、14年連続で全国1位（*2）という、離婚率の高さも手伝ってか、経済的

困窮層も多いと言われている実情があります。

厚生労働省の「平成28年国民生活基礎調査」（*3）にもとづく貧困線（等価可処分所得122万円）

を 下回る困窮層の割合は25.0％であり、同調査によると、日本全体における困窮層の割合は13.9％

であることから、沖縄県では全国と比較して経済的に困窮している層が多い状況にあるといえます。

さらに、サポートをしてくれる人がいるとする割合は困窮層ほど低く、困難な状況にあるにもかかわらず

社会的なサポートを受ける機会が少ないという課題も存在します。

経済的な理由によって子どもにしてあげられなかった経験は、医療機関に受診させることができなかっ

た等、子どもの健康に直接関わるようなリスクにつながる現状が見受けられることから、予防的観点か

らも、医療的ケア児、難病児へのケアへの要素としてもより、考慮する必要があると推測されています。

また、沖縄県は、交通機関の少なさから、病児の治療や入院においても、離島や本土の遠方の地域

から、専門的な医療機関を受診しようと思うと、車やフェリーでの長距離の移動が必要になり、子ども数

が多い中、病児のみと母だけが、離ればなれの生活で治療に専念をせざるを得ない状況が生まれ、

家族を支える様々な支援が必須となっています。

病児を抱えている中での旅行や一時休息的な非日常の時間を持つことが困難なケースも多い為、沖縄

県在住の医療的ケア児や難病児への支援として、当法人のレスパイト施設への参加を多いに促してい

きたいと考えています。

そして、家族全員旅行としては、是非、沖縄から離れて、東京や他府県へ家族全員旅行ができるよう調整

して参りたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*2「沖縄県県人口動態統計」（沖縄県医療政策課2016）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*3「国民生活基礎調査」（厚生労働省2016）

【憧れの沖縄で過ごす家族の非日常空間と時間】

医療的ケア児や外出が困難な病児や小児がんなどの難病児は、沖縄の青い海と空の下、思い切り

遊んでみたい、一生に一度でも良いので、あの青い海で泳いでみたいと、病室の中で、病気の治癒

後の夢を語ることが多くあります。

長い間、兄弟児にも我慢をさせてきた両親は、一度で良いから、医療から離れ、思い切り、普通の

家族のように、沖縄で遊ばせたいと切望しています。

当法人の調査からも、沖縄に家族全員で行ってみたいと切望する家族は、常に上位に入っており、

その願いを支えに、困難な治療にも立ち向かい、家族全員で頑張っている現実が存在しています。

同時に、沖縄の自然はもとより、沖縄の方たちが「めんそーれ」と言って明るく温かく迎えてくれる、その

接し方は、社会から孤立して苦労した経験や、病児が学校でいじめや偏見に遭った子どもを持つ親

としては、涙が出るほど、嬉しい体験であり、短い時間であっても、沖縄で過ごせた時間は、特別な勇

気と希望をもたらしてくれると語ってくれることが度々あります。

家族全員で旅行に出ることはもちろん、飛行機になることや海に入ることなんて、考えることすら出来

なかった子どもと家族が、家族で出かけるということは、非常に大きな意味を持ちます。

物理的に移動先がバリアフリーになっていないから、旅行に行けないと思い込んでいた家族が、多く

の人の手を借りて、楽しく嬉しく過ごす手段は、たくさん存在しています。

そして、彼ら自身が、自分達の家族の存在、家族の生き様を通して、社会の多くの人達に伝えていく

大事な役割があることも認識してもらって、より多くの新しい価値を生み出していかれたらと考えてい

ます。

今後、医療的ケアが必要な子どもや難病を患う子どもたちや保護者が、Hope＆Wishバケーション

ハウス「青と碧と白と沖縄」で、地域の皆さんとともに遊び、ともに考え、ともに学んでいくことは、彼ら

にとって大きな体験となると同時に、沖縄の非日常から自分の家へ、自分の地域に戻った時にも日常

を支えてくれる大事な要素を生み出すと思っています。

【めんそーれ沖縄地域連携ネットワーク協議会】

1. 連携会議の開催

　　２０１９年５月に、医療的ケア児に対応したハブ拠点のモデル作り事業として、「めんそーれ沖縄地域連携ネットワーク協議会」という名称で協議会を立ち上げ、連携会議を開始しました。９月までに、恩納村にある沖縄科学技術大学院大学にて、４回実施のべ９６名が参加し、医療福祉関係者及び沖縄県の非営利団体からの現状についての事例紹介や関連企業、支援企業、医大生、看護師、保育士、社会福祉士、行政等を含めたメンバーによる本事業の目的に向けての各分野における課題抽出、今後の地域連携の在り方等の協議を行いました。

　具体的には、医療的ケア児、難病児への支援のあり方、関わり方、家族への配慮、医学的な見地からのアドバイス、心理的なサポート、地域連携の相互扶助的な意義と可能性、将来的にあるべき沖縄県の医療的ケア児の受け入れとハブ拠点にあり方等について検討しました。

　　

（１）実施時期：1回目　2019年5月20日（月）

実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　　　参加者：非営利団体7名、企業10名、医大生3名、看護師3名、保育士2名、

　　　　　　　議員2名　合計27名

　　　内容：本事業の概要説明、沖縄県の医療的ケア児及び難病児の実態把握、

沖縄県特有の課題抽出、県内の非営利団体の紹介、観光業からの提案等

（２）実施時期：2回目　2019年7月12日（金）

実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　　　参加者：非営利団体4名、企業8名、医大生4名、看護師3名、保育士1名、

　　　　　　　社会福祉士1名、行政1名　合計22名

　　　内容：非営利団体の課題、企業との連携事例紹介、行政における課題、

離島における課題、経済的な支援のあり方等

（３）実施時期：3回目　2019年10月1日（火）

実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　　　参加者：非営利団体4名、企業8名、医大生3名、医師1名、看護師3名、

保育士3名、議員1名　合計23名

　　　内容：非営利団と企業との連携提案、地域連携の具体的な方策、医師から見た地域連携のあり方、訪問看護員の関わり方等



【めんそーれ沖縄地域連携ネットワーク協議会】

1. 連携会議の開催
　　２０１９年５月に、医療的ケア児に対応したハブ拠点のモデル作り事業として、「めんそーれ沖縄地

　　域連携ネットワーク協議会」という名称で協議会を立ち上げ、連携会議を開始しました。９月までに、

　　恩納村にある沖縄科学技術大学院大学にて、４回実施のべ９６名が参加し、医療福祉関係者及び

　　沖縄県の非営利団体からの現状についての事例紹介や関連企業、支援企業、医大生、看護師、

　　保育士、社会福祉士、行政等を含めたメンバーによる本事業の目的に向けての各分野における課

　　題抽出、今後の地域連携の在り方等の協議を行いました。

　　具体的には、医療的ケア児、難病児への支援のあり方、関わり方、家族への配慮、医学的な見地

　　からのアドバイス、心理的なサポート、地域連携の相互扶助的な意義と可能性、将来的にあるべき

　　沖縄県の医療的ケア児の受け入れとハブ拠点にあり方等について検討しました。

　　

（１）実施時期：1回目　2019年5月20日（月）

     実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　  参加者：非営利団体7名、企業10名、医大生3名、看護師3名、保育士2名、議員2名　合計27名

　  内容：本事業の概要説明、沖縄県の医療的ケア児及び難病児の実態把握、沖縄県特有の課題抽出、

             県内の非営利団体の紹介、観光業からの提案等

（２）実施時期：2回目　2019年7月12日（金）

     実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　  参加者：非営利団体4名、企業8名、医大生4名、看護師3名、保育士1名、社会福祉士1名、行政1名

                合計22名

　  内容：非営利団体の課題、企業との連携事例紹介、行政における課題、離島における課題、経済的な

            支援のあり方等

（３）実施時期：3回目　2019年10月1日（火）

     実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　  参加者：非営利団体4名、企業8名、医大生3名、医師1名、看護師3名、保育士3名、議員1名　合計23名

　  内容：非営利団と企業との連携提案、地域連携の具体的な方策、医師から見た地域連携のあり方、

             訪問看護員の関わり方等

（４）実施時期：4回目　2019年12月6日（土）

      実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　  参加者：非営利団体5名、企業7名、医大生2名、看護師3名、保育士3名、行政3名、相談支援員1名

                　合計24名

　   内容：非営利団体の課題、企業との連携事例紹介、行政における課題、離島における課題、経済

                 的な支援のあり方

4回の会議終了後には、メンバーの共通理解として、非営利団体の特性に合わせた地域連携を図って

いくことが重要であることや、具体的な企業との連携の仕方、経済的に支える仕組み作り、オープンな

情報共有の場作り、地域との相互扶助的な役割の構築など、まだまだ、時間をかけて考えていくことが

必須であることから、形態を変えても、本協議会を継続していくということで満場一致となり、閉会を迎

えました。

　　

２．ホスピタリティ研修の実施
本事業では、「ホスピタリティ研修」として、一般の方にも受講していただける内容の研修を用意し、本

事業の目的でもある、沖縄県民の皆様への理解と共感、協働を果たすこととして、計6回開催しました。

研修では、具体的に、難病児とその家族を受け入れるに当たって必要なことやその関わりの意義、必要

性等について、当法人からの事例紹介や家族との活動等を通しての講義と、実際に、難病児や医療的

ケア児と関わる場面を用意しての２つの大きな実施項目を作り、会議にも参加した非営利団体関係者

や企業関係者を含め、研修に参加していただきました。

座学での研修は、当法人に関わりがある支援企業や団体のメンバーにも講師になっていただき、多様

な視点や家族単位での支援方法や地域における特性などについても学ぶ場とし、同行体験の場として

は、当法人の活動に参加してくれた沖縄県の家族に協力してもらい、一緒に美ら海水族館へ同行してい

ただくなどの場面を提供しました。

本研修は、より一般の方たちを主の対象者とし、毎回違う内容の研修とはしたものの、基本的な研修内

容は変えず、より多くの方が、難病児や医療的ケア児に関わる際の手助けになることを目的にしました。

（１）実施時期：1回目　2019年6月16日（日）

      実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　　　　　    美ら海水族館

　   参加者：一般参加者16名、非営利団体3名、企業4名、家族5名合計28名

　   内容：難病児や医療的ケア児とその家族に関わる意義、関わる際の留意点、 兄弟児への視点、

                 沖縄県の現状と特異点等  美ら海水族館への同行体験（難病児の家族とともに）



6回の研修参加者合計は、169名となり、予想を超えての参加者となりました。

地元の新聞等にも取り上げていただいた効果もあり、地域の一般の方の関心が集まり、当法人のレス

パイト施設の説明や関わり、協力についてもお願いすることができ、とても良い機会となりました。

また、講義と実践があったことで、実際に座学で話を聞くだけでなく、難病児や医療的ケア児と家族に

関わる意義を理解し、今後への可能性を考えたり、各人ができることをしようという意識の醸成に繋が

ったことは、非常に大きな効果であったと自負しています。

今後は、更に、その県民の皆様の気持ちが、継続するように、また、具体的な役割の設定をしていくこと

で、より効果的な関わりが可能になるように、レスパイト施設の運営を考える際の一つの大きな戦力と

して捉え、地域での連携や企業との連携を図っていくことが肝要であると痛感しています。

2020年度夏以降には、具体的な提案や提言を各関係部署にできるように努めてまいります。

（２）実施時期：2回目　2019年7月27日（土）

      実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　　　　　    美ら海水族館

　   参加者：一般参加者13名、非営利団体6名、企業4名、家族4名合計27名

　   内容：難病児や医療的ケア児とその家族に関わる意義、関わる際の留意点、 兄弟児への視点、

                 沖縄県の現状と特異点等    美ら海水族館への同行体験（難病児の家族とともに）

（３）実施時期：3回目　2019年9月16日（月・祝）

      実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　　　　　    美ら海水族館

　  参加者：一般参加者14名、非営利団体4名、企業4名、家族6名合計28名

　  内容：難病児や医療的ケア児とその家族に関わる意義、関わる際の留意点、 兄弟児への視点、

                沖縄県の現状と特異点等　美ら海水族館への同行体験（難病児の家族とともに）

（４）実施時期：4回目　2019年10月20日（日）

      実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　　　　　    美ら海水族館

　  参加者：一般参加者16名、非営利団体4名、企業3名、家族5名合計28名

　  内容：難病児や医療的ケア児とその家族に関わる意義、関わる際の留意点、 兄弟児への視点、

                沖縄県の現状と特異点等　美ら海水族館への同行体験（難病児の家族とともに）

（５）実施時期：5回目　2019年11月16日（土）

      実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　　　　　    美ら海水族館

　  参加者：一般参加者13名、非営利団体4名、企業5名、家族6名合計28名

　  内容：難病児や医療的ケア児とその家族に関わる意義、関わる際の留意点、 兄弟児への視点、

                沖縄県の現状と特異点等　美ら海水族館への同行体験（難病児の家族とともに）

（６）実施時期：6回目　2019年12月15日（日）

      実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

　　　　　    美ら海水族館

　  参加者：一般参加者17名、非営利団体3名、企業3名、家族7名合計30名

　  内容：難病児や医療的ケア児とその家族に関わる意義、関わる際の留意点、 兄弟児への視点、

                沖縄県の現状と特異点等　美ら海水族館への同行体験（難病児の家族とともに）



３．地域連携シンポジウム（代替え事業としての少人数会議の開催）
予定では、2020年3月に、「めんそーれ沖縄地域連携ネットワーク評議会」を開催予定であったが、新型

コロナウィルスの影響で、シンポジウム中止を余儀なくされた為、別枠で、少人数による総まとめを、数回

に分けて、連携会議に参加してくれた重要なメンバーとともに実施しました。

そして、シンポジウムに参加する予定であった皆さんや関係各所に、本報告書と今後の当法人のレスパ

イト施設の運営方針及び、当法人の公益活動等についてのまとめの冊子を作成し、各方面に配布させ

ていただくことに致しました。

（１）実施時期：1回目　2020年3月2日（月）

実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

参加者：非営利団体3名、企業4名、看護師1名　計8名

（２）実施時期：2回目　2020年3月6日（金）

実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

参加者：非営利団体2名、企業1名、看護師2名　行政1名　計6名

（３）実施時期：3回目　2020年3月12日（木）

実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

参加者：非営利団体2名、企業3名、医師1名、行政1名　計7名

（４）実施時期：4回目　2020年3月16日（月）

実施場所：沖縄県科学技術大学院大学セミナールーム

参加者：非営利団体3名、企業4名、大学職員1名、看護師1名　計9名

本事業を終了し、何よりありがたかったのは、やはり、本拠地が東京にある当法人が、県内の各非営利

団体や企業、団体、大学、病院、行政等との連携が深まってきたことにあります。これまで、施設運営が

未経験の当法人が、新しい土地でレスパイト施設を運営していくに当たって、緊急時の体制や防犯体

制、難病児や医療的ケア児への理解と受け入れ、各企業のCSRとの連携、経済的な支援から人的支

援まで、幅広い可能性が見えてきたことは、本当に大きな成果であったと皆様に感謝の念しかありま

せん。今後、より発展的に、地域に根差した形で本協議会が継続していかれるよう努力致します。

2019年10月にウィッシュ・バケーション＠沖縄に参加した谷さん家（大阪府）は、

お父さん、お母さん、8歳の芭菜（はな）ちゃんの3人家族です。

芭菜ちゃんの病気がわかる前に訪れた沖縄の地。

もう一度3人揃って、ここに来ることができました。

お母さんはとにかく明るい女性。ウィッシュ・バケーションのはじまりから、場の雰囲気はお母さんの魅力によって

パアッと明るく、すぐに周りの家族とも打ち解け「今度大阪きたときは絶対にうちに泊まっていってください！」

などと本気で口にする、まさに肝っ玉母ちゃん風！

芭菜ちゃんの病気は、芭菜ちゃんが3歳のときにわかりました。

ただの風邪だと思っていたのにどんどんと様子がおかしくなり、病名がわかった次の日にはもう抗がん剤治療。

仕事をしていたお母さんの環境は激変しました。

それでも「仕事は代わりの人がたくさんいるけれど、芭菜の“母”は私しかいないから」と・・・。

ウィッシュ・バケーションを通して初めて出逢うご家族には、スタッフがその人柄をよく知るために

「あなたの宝物を教えてください」と伺うのですが、谷さん家のお母さんの宝物は芭菜ちゃんとの“へその緒”でした。

へその緒は母と子がつながっていたという確かな証拠。“絆の証”なのです。

お腹の中に芭菜ちゃんがいることがわかりどれほど嬉しかったか。

それから、大切に大切にお腹を撫で続けてきた10か月間。

母のすべての愛情はへその緒を通じて子へと流れ、伝わっていき、

そしてこの世に誕生してからはカタチこそ見えなくなったものの、母と子はずっとつながり続けています。

周りが看ていてつらくなってしまうような治療も笑顔で頑張った芭菜ちゃん。

お見舞いにきてくれる人に対しても母譲りの明るさで、笑わせてしまいます！

その芭菜ちゃんの姿に、母もまた、勇気をもらいます。

これから芭菜ちゃんがますます魅力的な“女性”へと成長し、

“谷さん家のお母さん”が２人になったと感じるお父さんのなんとも言えない姿を想像すると、思わず微笑んでしまいます。

活動に参加くださったご家族をエピソードと共にご紹介します



Hope&Wish バケーションハウス



沖縄 2020.2.20~22

以前からご報告してきました当法人のレスパイト施設

「Hope＆Wishバケーションハウス 青と碧（あお）と白と沖縄」。

まだ一部工事も残っているオープン前の中、3家族が2泊3日で、

恩納村真栄田にきてくださいました。

遠くからみてもわかる変わった風突(風の煙突)が立ち並ぶ特徴ある建物。

子どもたちは見た瞬間に大興奮！その興奮は建物に入っても止まず…

走り回り「ここ迷路みたいで楽しい～！」と元気いっぱいの様子。

そしてお父さん、お母さんも“日常からかけ離れた空間”に思わずうっとりしてしまいました。

客室には敢えて、必要最低限のものしか置いてありません。

だからこそ、みんなが自然に集まってくる広間。

この日の夜も３家族が広間に集まって、子どもたちは賑やかに遊びまわる一方で、

ご両親たちはお互いに想いのたけを話したり笑いあったり、時間が過ぎるのを忘れてしまうほど濃い、

素敵なひとときを過ごしました。

「また、ここに、戻ってこられたらいいな」

と今から次の機会を楽しみにしてくださっているご家族のためにも、

来る日が待ちきれないご家族のためにも、

“みんなが帰ってこられる居場所”となる施設ができるように励んでいます。

皆さまもぜひ、遊びにきてください！

（福岡県）

林さん家
正雄さん・輝子さん
夏月海ちゃん
花桜里ちゃん

（茨城県）

沖山さん家
翔さん・紀恵さん
大翔くん・優翔くん
紀愛ちゃん

（福岡県）

藤川さん家
純一さん・さと子さん

乃々心ちゃん

結々心ちゃん

Vacation House 青と碧と白と沖縄
あお　  と    あお     と     しろ     と      おきなわ

1日目

2日目

3日目

■残波岬 夕日

施設のすぐそばにある

サンセットスポット。

オレンジ色に輝く夕日は、

都会では見ることのでき

ない美しさ！

■外食家 くじら

オーナーの落合さんに

ご協力いただき、

ご家族同士で親睦会！

■読売巨人軍 沖縄キャンプ

　見学＆交流会

炭谷銀仁朗選手に招待され、

間近で選手たちの練習を見

ることができたご家族は

大満足。練習終わりには

炭谷選手が会いに来てく

ださいました。

■ブルーシールアイスパーク

沖縄で有名なアイスクリーム！

ご協力いただき、手作りアイス

作り体験をすることができました。

自分で作ったオリジナルアイスの

味は格別！

■国際通り散策

肉厚ステーキを完食！

■ぬちまーす工場見学

海水100パーセントで

作られたミネラルたっぷり

の体に良いお塩

「ぬち（命）まーす（塩）」

をつくった高安社長にお話し

をしていただきました。

そのあとは塩アイスもプレゼ

ントしてくださり子どもたち

はご満悦！

■感想＆意見交換会

施設をより良いものにする

ために、ご家族から“生”の

声をいただき改善につなげて

いきます！

家族全員旅行








